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特集 
 

京都新聞 2026年 5月 12日付にて、植松潤治医師とケアラー支援条例案等に関する記事が

掲載されました。植松医師は、湖北グリーブクリニック・かいつぶり診療所総院長を務めら

れるとともに、滋賀県障害児者と父母の会会長、ならびに全肢連副会長としてもご活躍され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 5月 12日発行 

京都新聞より 

 

医学博士 植松潤治医師 
 

プロフィール 
 

湖北グリーブクリニック、 

かいつぶり診療所総院長 

日本小児科学会専門医 

日本小児神経学会専門医 

日本リハビリテーション 

医学会認定臨床医 
平成元年滋賀医科大学卒業、平成８年同 

大学院卒業、医学博士。日本小児科学会、 

日本小児神経学会、日本リハビリテーション 

医学会、日本児童青年神経医学会、日本重症心 

身障害学会所属、介護支援専門員。 

 

滋賀県障害児協会ホームページより転載 
http://www.open-mind.jp/facility/clinic/ 
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連載  全国大会  弘前 
 

 2026 年 8 月 29 日（土）・30 日（日）の 2 日間、全国大会が「アートホテル弘前シティ プ 

レミアホール」にて開催されます。開催に向けて本誌では、全国大会の内容紹介はもちろ 

ん、会場となるホテルの魅力や、弘前の豊かな自然・歴史・食といった観光情報も織り交ぜ 

ながら、大会当日をより一層楽しみにしていただけるよう、連載形式でさまざまな情報をお 

届けしてまいります。 

 

今回は、会場となる【アートホテル弘前シティ】をご紹介いたします。 

 

青森県弘前市の JR 弘前駅前に位置するアートホテル弘前シティは、 

駅から徒歩約 1 分という利便性の高いシティホテルです。観光やビジネ 

スはもちろん、各種大会やイベント会場としても利用され、弘前を代表 

するホテルの一つです。 

 

今回の全国大会は、3 階「プレミアホール」にて開催されます。受付 

も同じく 3 階に設けられ、多目的トイレは 4 階にございます。また、ケ 

アルームやクロークもご用意されており、安心してご参加いただける環 

境が整えられています。 

 

さらに、同会場では情報交換会も予定されており、美味しいお食事や 

交流を楽しみながら、心温まるひとときをお過ごしいただけることと思 

います。 

 

 

ホテル周辺には、弘前城や弘前公園、歴史ある洋館が立ち並ぶ街並みなど、弘前ならでは 

の歴史や文化を感じられる観光スポットも点在しています。アクセスの良さと快適な滞在環 

境を兼ね備えた、弘前の魅力を存分に味わえるホテルです。 

 

次号では、【アートホテル弘前シティ】の多目的トイレやケアルーム、【弘前ねぷた】を 

さらに詳しくご紹介したいと思います。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

4 

 

引用連載 
 

福祉新聞 ２０２６年３月２４日掲載 

 
 

 

 

 

障害児入所施設の在り方検討会 
 

こども家庭庁の「今後の障害児入所施設の在り方に関する検討会」（座長＝山縣文治大阪総

合保育大特任教授）は１２日、報告書案をまとめた。こどもの意思尊重を支援の中心に据え、

より家庭的な養育の中で安定した愛着関係での育ちを保障することを目指すべき方向性とし

て掲げた。障害児グループホーム「こどもホーム（仮称）」を創設することも提案した。 

 

児童福祉法に基づく障害児入所施設は「福祉型」と「医療型」がある（２０２５年４月時点

で各約２３０カ所）。入所形態は措置と契約があり、措置入所では被虐待者が４割を占める。

近年、医療的ケアや強度行動障害などケアニーズの高いこどもが増えており、検討会は社会

的養護との関係も踏まえ、施設の役割を整理した。こどもとヒアリングも行い、意見を反映

させた。 

 

今後の方向性として、支援には大人の意向が優先されやすいため、こどもが意見を言える

場をつくる。発達段階や障害特性に配慮した育ちを保障する。ケアニーズの高いこどもに対

応できるよう専門性を向上させ、人材育成や職員支援にも取り組む。 

 

また、地域の関係機関と連携し、切れ目のない包括的な支援体制を整備する。児童養護施

設などでも障害のある人々もが生活していることから、社会的養護施策との連携を深め後方

支援を強化する。 

 

地域にＧＨ創設 

 

 こどもホームについては、地域に整備することで障害のあるこどもが遠方の施設に入所す

ることなく、家族と近い距離にいて関係を継続できるようにする狙いがある。ケアニーズに

応じた職員を配置し、外部サービスを利用できるようにする。 

 

現在５類型ある「福祉型」は一元化し、名称を「こども発達支援ホーム（仮称）」に変更す

ることを提案した。 

 

入所にあたり措置の扱いが自治体で異なるとの指摘があるため、国が措置と契約の扱いを

再整理して周知することも盛り込まれた。 

 

報告書案は年度内をめどに正式に取りまとめられ、その後、児童福祉法などの制度改正や、

２７年度障害報酬改定の議論などが行われる。（榎戸新） 
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さわやかレクリエーション事業 
 

さわレクお申込みありがとうございました。 

 

2026年度「さわやかレクリエーション」へのお申込みを多数いただき、誠にありがとうご 

ざいます。 お申込みいただいた皆さまへは、6 月中旬頃を目安に内定通知書を発送いたし 

ます。 

 

また、5月 15日を申込期限としておりましたが、現在も追加申込を随時受付中です。  

「やっぱりさわレクを利用したい！」「新たに事業が追加されたので検討したい！」 

など、どなたでもお気軽にお問い合わせください。皆さまのご参加を心よりお待ちしており

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真は 2025 年度の事業） 

 

岡山県 

「吉備路散策と交流会」 
千葉県 

「生きて避難所へたどりつこう」 

奈良県 

「お笑い人権落語」 

露の新治さんを招いて～」 

熊本県 

「イラストレーター 

&デザイナー体験」 
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全肢連 清水会長スケジュール 

4 月 清水会長スケジュールをご報告いたします。 

 

・全肢連事務局（14日～17日） 

→全国大会会議 

→関係各所訪問 

→事務局事務・ミーティング 

・全肢連事務局（26日～29日） 

→関係各所訪問 

→企業意見交換 

  →事務局事務 

   

理事からのコーナー 

 

時の流れに感じること 考えること 

                            理事 日比 奈緒美 

 

          4 月 29 日、昭和 100 年記念式典に出席するため名古屋駅の 

ホームに立った時、3台の車いすが目に入った。家族に囲まれた 

高齢女性の標準型車いす。駅員さんに案内されるお母さんらしき 

人が押す寝台車いす。そして、体全体を揺らしながらおばあさん 

を呼ぶ女の子が乗ったバギー型車いす。幼い頃の娘に重なってつい目で追いながら、 

15年前の息子の言葉を思い出す。『僕には 16 歳年上の姉がいる。姉には皆と少し違っ 

た所がある。それは、言葉を持たない姉が、喜びや悲しみを、大きな声を出したり体 

を前後に揺らしたりすることで表現すること。もうひとつは、筋力の弱い姉が、食事 

や外出する時に、誰かの手助けや車イスを必要とすることである。こんな姉や、姉の 

車イスを押す僕に対して「かわいそうに」「大変だね」という言葉がよくかけられる。 

だが、姉がどう思おうと、僕の答えは「全然」なのだ。』（H24年度 心の輪を広げる 

体験作文から） 

 この翌年「障害者自立支援法」が「障害者総合支援法」に改称・改正。（その後も定 

期的な見直し）同年「障害者差別解消法」が制定、Ｈ28年４月に施行。月日の流れの 

中で当事者はもちろんのこと、取り巻く環境も日々進化をとげながらの目前の光景 

（当たり前の風景）にほんわかと感じつつ、いざ日本武道館へ。 

 会場では、スクリーンに終戦直後から復興期そして高度経済成長期の映像が映し出 

される。本当に激動の時代だったのだなと改めて感じ入ると共に、この高度経済成長 

期真っただ中に、岐阜県肢体不自由児者父母の会を設立した先達に思いを馳せる。 

今年、岐阜県肢体不自由児者父母の会連合会は６５年目を迎える。会員の減少や高齢 

化など課題は山積みだが、これからも会を存続するためには何をすべきか、できるか 

を考える。 
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お知らせ 
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全肢連事務局からのお知らせ 
 

今後のスケジュール 
総会           5月 18 日（月） 

いずみ 165 号       6月中旬以降発送 

全国大会         8月 29 日（土）・30日（日） 

 

 

 

                  あーと展覧会のお申込み開始は、5月下旬を予定しております。 

                  全肢連 Instagramでも、全肢連事務局からの発信をしています。ぜひご覧ください。 

https://www.instagram.com/?hl=ja 

 

 

 

 

 

 

事務局だより 
 

 

皆様、連休はいかがお過ごしでしたでしょうか。私は思い立って、20 年ぶりに伊勢へ足を 

運んできました。人、人、人の波に圧倒されましたが、それもまた大型連休ならではの醍醐 

味。行列の先に待っていた名物の数々は、並んだ疲れを吹き飛ばしてくれる格別の美味しさ 

でした。 

今号では、そんな連休の活気に負けない、最新の情報をお届けします。初夏の風ととも 

に、全国の皆様に元気が届きますように。（海津） 

 

 

 
  

 

来月号 ６月１５日発行予定 

 

 

 

 

 

□編集・発行 

一般社団法人全国肢体不自由児者父母の会連合会 

 〒170-0005 東京都豊島区南大塚３－４３－１１ 

福祉財団ビル 5 階 

ＴＥＬ：０３－３９７１－３６６６ 

ＦＡＸ：０３－３９７１－６０７９ 

メール：zenshiren@zenshiren.or.jp 

全肢連公式ホームページでも全肢連情報をご覧になれます 

https://www.zenshiren.or.jp 


